
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２００９年４月１２日             NO,１６８ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
麻
生
首
相
が
、
政
府
・
与
党
に
追
加
経
済
対
策
の
指
示
を
し
、
記
者
会
見
で
「
ま
さ

に
政
府
の
役
割
、
財
政
の
出
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
べ
ま
し
た
、
政
府
の
追
加
経
済
対
策
の
土

台
と
な
っ
て
い
る
の
が
自
民
党
の
「
日
本
経
済
再
生
へ
の
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
間
報
告
で
す
。 

 

中
間
報
告
の
柱
は
、
巨
額
の
税
金
を
投
じ
、「
高
規
格
幹
線
道
路
」「
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
」
な
ど

の
大
型
道
路
や
、「
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
」「
首
都
圏
空
港
」
な
ど
の
従
来
型
の
公
共
事
業
が
中
心
で
す
。 

 

効
果
の
な
い
対
策
に
膨
大
な
税
金
を
つ
ぎ
込
む
や
り
方
は
、
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
分
野
へ
の
支
援
を

抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
い
た
ず
ら
に
財
政
赤
字
を
膨
ら
ま
せ
る
だ
け
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
の
景
気
は
欧
米
よ
り
も
急
激
に
悪
化
し
、
ま
さ
に
「
政
府
の
役
割
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
大
企
業
の
「
派
遣
切
り
」
「
下
請
け
切
り
」
を
や
め

さ
せ
、
大
銀
行
の
貸
し
渋
り
を
是
正
さ
せ
、
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
の

確
立
を
す
す
め
、
ま
す
ま
す
景
気
を
悪
化
さ
せ
る
二
年
後
の
消
費
税
の
増
税

計
画
を
中
止
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。 

小  学  校  人数  中  学  校  人数 
沼 田小学校  ５３  沼 田中学校 １３７  
沼田東小学校  ４５  沼田南中学校  ９７ 
沼田北小学校  ７２  沼田西中学校  ８０ 
升 形小学校  ２８  沼田東中学校  ５４ 
利南東小学校  ５４  池 田中学校  ２７ 
池 田小学校  ２１  薄 根中学校  ８８ 
薄 根小学校  ７６  白 沢中学校  ４６ 
川 田小学校  ４６  利 根中学校  ２７ 
白 沢小学校  ４０  多 那中学校   ４ 
利根東小学校  １０    ９校   ５６０ 
平 川小学校   ７ 
利根西小学校  １１ 
多 那小学校  １２ 

  １３校    ４７５         

 鍛冶町にある正覚寺は、伝えられ 
ていることによれば、正応元年（１ 
２８８）に沼田三郎平景長という人 
が、元根岸村（現在の榛名町）に一 
宇を開き、清雲庵と称したのがはじ 
まりとの説があります。 
 沼田城主の真田信幸（信幸の夫人 
との説もある）から、慶長１７年（ 
１６１２）、一町三反一畝一歩を賜 
り、現在の場所に移転したといわれ 
るなど、真田氏とのゆかりが深く、沼田城主の真田信幸の妻、小

松姫（大蓮院殿）の墓とお霊屋があります。 
 お霊屋は、元和５年（１６２０）２月２４日、真田河内守が、

縦三軒一尺、横三間半で建立しました。 
 昭和５０年代におこなわれた改修工事中に、床下から桔梗の紋

入りの漆器、安永５年（１７７

６）印行の木版刷経文、人骨が

出てきました。 
                正覚寺には、大蓮院殿の墓や

山門、附―小彫刻「亀千人」、 
               コウヤマキなど市指定の文化

財があります。 

 沼田商工会議所と沼田市東部商工会では、プレミア

ム商品券の発行を計画しています。 
 計画されているプレミアム商品券は、１，０００円

券が１１枚綴りで、１０，０００円で販売する予定で

す。（１割のプレミア付き） 
 プレミアム商品券は、５月の中旬ごろに販売開始を

予定し、市内の商工会議所、商工会会員のお店などで

使える予定ですが、使えるお店など詳細について今後、

市民に知らせていくとのことです。 

 

 

 沼田商工会議所では、大学の教授や市、地元商店街の代表などが集

まり、昨年から会議を重ね、中心市街地の現状や課題、これからの取

り組みなどをまとめた「沼田市中心市街地 商業活性化プラン策定報

告書」を策定しました。 
 報告書では、一般住宅や高齢者住宅など各種住宅を導入することや

幹線から細かく市街地へ継続する小型バスを走らせ、来やすく、帰り    

やすい中心地の創出、農家や生産者との連携など、ライフスタイルの

提案や、まちなかの魅力づくりと

して、天狗をモチーフにした広場

の整備や山車の常設展示会館の

建設など、都市観光の振興につい

ての提案もされています。 
これまでも様々な提案がされ

てきましたが、具体化されてきま

せんでした。 

 

 

 

 

 

 


